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令和８（２０２６）年5月の調査結果



いぐさ農家さんの宣伝の効果か？高くても国産のいぐさで畳表替えをしたいというお客様が増加して

いる事により、業況好転が予想される。（畳工事請負・畳製造販売業） 

原油高騰により資材不足で現場が進まない（土木工事業） 

レジン原料の素材の高騰により、これに由来する資源材料仕入先の変更などが発生。コスト増加が見

込まれるが、いまのところ、生産計画には支障なし。（酒類製造業）原材料、商材の欠品、納期遅れ、

値上げが石油関連商材を中心に多発している。値上げについては、毎月価格改定を実施する取引先も

出てきた。価格転嫁が追い付かず、欠品による売上の機会損失も増加。（自動車・同附属品製造業） 

 
客数が伸び売上は改善しているが、コストアップの圧力が大きく利益は昨年を維持するのが精一杯で

ある。経費はあらゆる手を尽くして昨年並みで耐え忍んでいる（人件費と水光熱費の上昇が激しいの

で他を削減して帳尻を合わせている）（大型小売店）包装資材の卸売業ですが、ナフサ由来の製品の出

荷制限・受注停止が実施されているなか、思い通りの仕入れができなくなっている。価格のみが大幅

に改定（値上）されいる状態が続き、製品は動かずとも価格だけが独り歩きしており、先行き不透明感

がかなり高い。（包装資材機器卸） 

５月の全産業合計の業況ＤＩ値（前年同月比ベース、以

下同じ）は、▲２２．５（前月水準▲２０．６）となりマ

イナス幅が１．９ポイント拡大した。 

 

各業界、国際情勢悪化により物価高、原材料不足の影響

で打撃を受けている状況が依然として続いている。製造業

では原材料不足により製造したくても出来ない状況が継

続。各業界、景気回復にはまだ時間がかかる見通しだ。 

 

仕入れや消耗品、修繕費用が大幅に上昇しており利益を圧迫している状況です。全体的に 2~3 割上昇

しており採算が悪化し続けております。（ゴルフ練習場）従業員の補強が今月より確保され、人員につ

いては適正化が図られた。中東情勢について、弊社には資材的な影響は無いが、経費の増加に注意が

必要である。一方で新規事業分野拡大のための資金確保や分野拡大の活動を進める必要がある。（地質

調査・地質コンサルタント）少子化の影響もあって、大学は推薦入試が主流となり、最近は高 3 塾生

の7割近くが年内に受験を終えてしまう。この影響で12月～2月の売上が落ち込むため、英検講座や

小論文講座などを春から前倒しで実施している。（学習塾） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

物価高や材料不足等が引き続き各業界へ直撃。国際情勢の好転が業界復活への焦点になる。 

回答期間：令和8年5月20日～令和8年6月2日  調査対象：柏市内173事業所及び組合にヒアリング、回答数62 

柏の景気情報（令和８年５月の調査結果のポイント） 

 

 

全産業合計では、「柏の景気」が▲２２．５に対し、「ＣＣＩ－ＬＯＢＯ」が▲２４．３で、柏のほうが全国平均と比

較して１．８ポイント上回っており、全国的な急降下に対しては、一定の底堅さを見せている。「柏の景気」の方が良い

業種は、建設業、製造業である。「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業、サービス業である。 

前月と比べたＤＩ値の動き    改善    横ばい   悪化 

★調査結果のまとめ 

★全国の商工会議所早期景気観測調査（CCI－LOBO）との比較 

★業種別の動向 



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

0.3
▲ 22.5 ▲ 15.3 ▲ 12.5 ▲ 41.1 ▲ 18.7

▲ 24.3 ▲ 24.8 ▲ 22.6 ▲ 30.7 ▲ 18.0

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.5 ▲ 38.4 ±0.0 ▲ 17.6 ▲ 6.2

▲ 3.3 ▲ 17.1 3.8 ▲ 10.2 1.6

採算DI  全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 22.5 ▲ 23.0 ▲ 12.5 ▲ 35.2 ▲ 18.7

▲ 21.2 ▲ 24.8 ▲ 18.0 ▲ 24.7 ▲ 20.9

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 79.0 ▲ 84.6 ▲ 81.2 ▲ 76.4 ▲ 75.0

▲ 76.0 ▲ 85.2 ▲ 76.8 ▲ 76.1 ▲ 71.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 12.9  46.1  6.2 ▲ 11.7  18.7

20.0 38.4 9.9 14.4 24.8

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.5 ▲ 7.6 ▲ 18.7 ▲ 17.6 ▲ 12.5

▲ 14.4 ▲ 12.3 ▲ 18.2 ▲ 19.7 ▲ 13.2
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今月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

柏の景気

CCI―LOBO

景気天気図



  

 3 調査期間：2025年5月14日～20日 

 

調査対象：全国の326商工会議所が2,455企業 

     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（5 月速報） 
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は
、
中
東
情
勢
の

影
響
が
拡
が
り
悪
化 

先
行
き
は
、
影
響
の
収
束
が

見
通
せ
ず
、
厳
し
い
見
方
続

く 

 
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
２
４.

３
（
前
月
比
▲

２.

４
ポ
イ
ン
ト
） 

 

建
設
業
で
は
、
底
堅
い
設
備
投
資

需
要
が
下
支
え
と
な
り
、
ほ
ぼ
横 

ば
い
に
止
ま
っ
た
も
の
の
、
全
業

種
で
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
仕
入
価
格
の
上

昇
や
調
達
困
難
化
の
影
響
が
見

ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
製
造
業
・

建
設
業
で
は
、
受
注
・
生
産
量
の

減
少
や
納
期
遅
延
な
ど
が
発
生

し
て
お
り
、
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
卸
売
業
・
小
売
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
へ
も
、
石
油
由
来
製
品
の

価
格
高
騰
・
供
給
制
約
に
よ
る
利

益
率
悪
化
と
い
っ
た
影
響
が
幅

広
く
及
ん
で
お
り
、
内
需
関
連
産

業
に
も
下
押
し
圧
力
が
拡
大
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

長
引
く
物
価
高
や
円
安
の
影
響

で
消
費
者
の
節
約
志
向
が
高
ま

っ
て
い
る
。
大
型
連
休
は
近
場
の

観
光
施
設
や
飲
食
店
を
中
心
に

好
調
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
勢
い

を
欠
い
て
い
る
。 

 

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
２
７.

３
（
今
月
比
▲
３.

０
ポ
イ
ン
ト
） 

 

高
水
準
で
の
賃
上
げ
が
下
支
え

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
足
も
と

の
燃
料
価
格
の
上
昇
や
長
引
く

物
価
高
が
、
消
費
マ
イ
ン
ド
を
下

押
し
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
中
東
情
勢
の
影
響
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
、
現
状
が
長
期 

化
し
た
場
合
、
事
業
の
見
直
し
や

資
金
繰
り
の
悪
化
等
に
つ
な
が

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
先
行
き
は

一
段
と
悪
化
を
見
込
ん
で
い
る
。 

 

【
建
設
業
】 

 

「
管
内
（
札
幌
・
千
歳
）
に
お

け
る
高
利
益
率
の
大
型
建
築
工

事
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
業
況

は
改
善
し
て
い
る
」（
一
般
工
事

業
） 

 

「
中
東
情
勢
の
影
響
で
ほ
と
ん

ど
の
建
築
資
材
で
値
上
が
り
が

発
生
し
て
い
る
。
仕
入
価
格
が
上

が
り
す
ぎ
て
、
見
積
も
り
を
出
し

て
も
金
額
を
見
て
諦
め
る
お
客
様

が
増
え
て
い
る
。
当
社
の
利
幅
を

下
げ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
受
注
は
減
少
し
て
い
る
」（
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
業
） 

  

【
製
造
業
】 

 

「
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
原

油
不
足
や
高
騰
の
影
響
で
、
原
材

料
や
資
材
等
の
調
達
が
十
分
に
で

き
て
い
な
い
。
ま
た
、
金
属
加
工
に

必
要
不
可
欠
な
加
工
油
や
ナ
フ
サ

等
も
不
足
し
て
お
り
、
今
後
も
調

達
難
が
続
く
と
、
工
場
の
稼
働
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
」

（
自
動
車
・
附
属
品
製
造
業
） 

 

「
ナ
フ
サ
不
足
に
よ
り
新
規
の
包

材
に
納
入
制
限
が
か
か
っ
た
。
印

字
内
容
に
少
し
で
も
変
更
が
生
じ

る
と
新
規
扱
い
と
な
る
た
め
、
新

製
品
の
製
造
が
で
き
な
い
」（
食
料

品
製
造
業
） 

  

【
卸
売
業
】 

 

「
石
油
関
連
製
品
の
供
給
制
約

に
よ
り
、
一
部
取
引
先
か
ら
見
積

も
り
不
可
や
新
規
取
引
不
可
を
提

示
さ
れ
て
い
る
」（
機
械
器
具
卸
売

業
） 

 

「
ナ
フ
サ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
大

き
す
ぎ
る
。今
後
、建
築
業
界
で
は
、

材
料
が
な
く
て
完
工
で
き
ず
、
お
金

が
も
ら
え
な
い
状
況
が
相
次
ぎ
、
資

金
繰
り
が
悪
化
す
る
企
業
が
増
加

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
政
府
に

は
制
度
融
資
の
検
討
を
進
め
て
欲

し
い
」（
建
築
材
料
卸
売
業
） 

  

【
小
売
業
】 

 

「
値
上
げ
に
よ
り
売
上
は
確
保
で

き
て
い
る
が
、
物
価
高
に
よ
る
節
約

志
向
か
ら
客
数
は
減
少
し
て
い
る
。

包
材
や
ト
レ
イ
な
ど
仕
入
コ
ス
ト

も
増
大
し
て
い
る
」（
商
店
街
） 

 

「
ナ
フ
サ
不
足
の
影
響
で
仕
入
先

か
ら
生
産
中
止
の
連
絡
が
相
次
い

で
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
値
上
げ

も
凄
ま
じ
く
、
一
部
で
は
お
客
様
の

買
い
占
め
も
始
ま
っ
て
い
る
。
当
社

の
商
品
の
ほ
と
ん
ど
が
石
油
由
来

の
た
め
、
事
態
の
早
期
収
束
を
望
ん

で
い
る
」（
文
房
具
小
売
業
） 

  

【
サ
ー
ビ
ス
業
】 

 

「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
ブ
レ
ー
キ

オ
イ
ル
等
の
油
脂
類
や
タ
イ
ヤ
な

ど
で
欠
品
や
納
期
遅
延
が
発
生
し

て
い
る
。
現
在
の
在
庫
が
尽
き
た
後

の
新
規
手
配
の
目
途
が
立
た
ず
、
先

全国・産業別業況ＤＩの推移 

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

１２月 ▲ 18.0 ▲ 14.7 ▲ 21.6 ▲ 23.4 ▲ 24.0 ▲  9.9 

１月 ▲ 17.9 ▲ 15.2 ▲ 17.2 ▲ 23.8 ▲ 25.1 ▲ 12.1 

２月 ▲ 16.8 ▲ 13.6 ▲ 13.6 ▲ 23.5 ▲ 24.8 ▲ 13.0 

３月 ▲ 20.0 ▲ 15.5 ▲ 19.1 ▲ 30.2 ▲ 25.1 ▲ 15.1 

４月 ▲ 21.9 ▲ 17.7 ▲ 23.0 ▲ 23.1 ▲ 23.5 ▲  8.6 

５月 ▲ 24.3 ▲ 24.8 ▲ 22.6 ▲ 30.8 ▲ 30.7 ▲  18.0 

見通し ▲ 27.3 ▲ 25.8 ▲ 27.1 ▲ 36.2 ▲ 31.0 ▲ 21.9 

 

行
き
の
営
業
に
不
安
が
あ
る
」（
自

動
車
整
備
業
） 

 

「
Ｇ
Ｗ
は
近
場
の
レ
ジ
ャ
ー
需
要

が
好
調
で
売
上
が
増
加
し
た
が
、
Ｇ

Ｗ
以
降
の
客
数
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
」（
飲
食
店
） 



〇

〇

令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月 ( 5～7月 )

全産業 ▲ 22.8 ▲ 22.8 ▲ 18.7 ▲ 21.2 ▲ 20.6 ▲ 22.5 ▲ 24.1 ( ▲ 38.0 )

建　 設 △ 16.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 25.0 ▲ 18.1 ▲ 15.3 ▲ 38.4 ( ▲ 54.5 )

製　 造 ▲ 33.3 ▲ 18.7 ▲ 6.6 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 12.5 ▲ 18.7 ( ▲ 60.0 )

卸・小売 ▲ 42.1 ▲ 47.6 ▲ 55.5 ▲ 25.0 ▲ 30.0 ▲ 41.1 ▲ 17.6 ( ▲ 30.0 )

サービ ス ▲ 27.7 ▲ 15.7 ▲ 5.5 ▲ 10.5 ▲ 11.7 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ( ▲ 17.6 )
△ 5.2 △ 5.2 △ 5.2 △ 5.2

令和８年（２０２６年）5月の動向
【業況について】

業況ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

5月の全産業合計のＤＩ値（前年同月比ベース、以下同じ）は、▲２２．５（前月水準▲２０．

６）となり、マイナス幅が１．９ポイント拡大した。

先行き見通し

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２４．１（前月水準▲

３８．０）となり、マイナス幅が１３．９ポイント縮小した。
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卸・小売

サービス

8%

61%

31%

6%

69%

25%

6%

47%

47%

6%

75%

19%

15%

54%

31%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業
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全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の業況について



○

令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月 ( 5～7月 )

全産業 ▲ 25.0 ▲ 14.2 ▲ 14.0 ▲ 19.6 ▲ 14.2 ▲ 14.5 ▲ 11.2 ( ▲ 17.4 )

建　 設 △ 8.3 ±0.0 △ 7.6 ▲ 8.3 ▲ 27.2 ▲ 38.4 ▲ 23.0 ( ▲ 45.4 )

製　 造 ▲ 40.0 ▲ 12.5 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 6.6 ±0.0 ▲ 18.7 ( ▲ 13.3 )

卸・小売 ▲ 36.8 ▲ 38.0 ▲ 44.4 ▲ 25.0 ▲ 20.0 ▲ 17.6 ▲ 5.8 ( ▲ 10.0 )

サービ ス ▲ 22.2 ±0.0 △ 5.5 ▲ 10.5 ▲ 5.8 ▲ 6.2 ±0.0 ( ▲ 11.7 )

先行き見通し

売上ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「増加」の回答割合ー「減少」の回答割合

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１１．２（前月水準▲

１７．４）となり、マイナス幅が６．２ポイント縮小した。										

										

○

【売上について】

5月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．５（前月水準▲１４．２）

となり、マイナス幅０．３ポイント拡大した。
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■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の売上について



令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 5～7月 ( 4～6月 )

全産業 ▲ 21.8 ▲ 17.1 ▲ 21.8 ▲ 21.2 ▲ 22.2 ▲ 22.5 ▲ 22.5 ( ▲ 19.6 )

建　 設 △ 33.3 ▲ 7.1 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 18.1 ▲ 23.0 ▲ 38.4 ( △ 16.6 )

製　 造 ▲ 46.6 ▲ 25.0 ▲ 33.3 ▲ 20.0 ±0.0 ▲ 12.5 ▲ 31.2 ( ▲ 26.6 )

卸・小売 ▲ 31.5 ▲ 28.5 ▲ 44.4 ▲ 30.0 ▲ 45.0 ▲ 35.2 ▲ 11.7 ( ▲ 40.0 )

サービ ス ▲ 27.7 ▲ 5.2 ▲ 5.5 ▲ 21.0 ▲ 17.6 ▲ 18.7 ▲ 12.5 ( ▲ 15.7 )

5月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２２．５（前月水準▲２１．２）

となり、マイナス幅が１．３ポイント拡大した。

【採算について】

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２２．５（前月水準▲

１９．６）であり、マイナス幅が２．９ポイント拡大する見通しである。

○

2.0

先行き見通し

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

○

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

△ 20.0

△ 40.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 5～7月

ＤＩ値

月別

採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

15%

48%
37%

6%

69%

25%
18%

29%53%

19%

50%

31%
15%

46%

39%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の採算について



○

令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月 ( 5～7月 )

全産業 ▲ 60.9 ▲ 57.1 ▲ 57.8 ▲ 65.1 ▲ 73.0 ▲ 79.0 ▲ 70.9 ( ▲ 76.1 )

建　 設 ▲ 50.0 ▲ 50.0 ▲ 53.8 ▲ 50.0 ▲ 90.9 ▲ 84.6 ▲ 69.2 ( ▲ 81.8 )

製　 造 ▲ 60.0 ▲ 56.2 ▲ 40.0 ▲ 66.6 ▲ 73.3 ▲ 81.2 ▲ 68.7 ( ▲ 93.3 )

卸・小売 ▲ 68.4 ▲ 57.1 ▲ 61.1 ▲ 75.0 ▲ 70.0 ▲ 76.4 ▲ 76.4 ( ▲ 75.0 )

サービ ス ▲ 61.1 ▲ 63.1 ▲ 72.2 ▲ 63.1 ▲ 64.7 ▲ 75.0 ▲ 68.7 ( ▲ 58.8 )

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７０．９（前月水準▲

７６．１）となり、マイナス幅が５．２ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

【仕入単価について】

○ 5月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲７９．０（前月水準▲６５．１）

となり、マイナス幅１３．９ポイント拡大した。

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「下落」の回答割合ー「上昇」の回答割合

▲ 120.0

▲ 100.0

▲ 80.0

▲ 60.0

▲ 40.0

▲ 20.0

±0.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月

ＤＩ値

月別

仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

0%21%

79%

0%

25%

75%

0%

24%

76%

0%
19%

81%

0%

15%

85%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の仕入単価について



○

令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月 ( 5～7月 )

全産業 △ 23.4 △ 17.1 △ 18.7 △ 22.7 △ 15.8 △ 12.9 △ 12.9 ( △ 11.1 )

建　 設 △ 50.0 △ 28.5 △ 38.4 △ 41.6 △ 45.4 △ 46.1 △ 46.1 ( △ 54.5 )

製　 造 △ 13.3 △ 12.5 ±0.0 △ 20.0 ±0.0 △ 6.2 ±0.0 ( ▲ 13.3 )

卸・小売 △ 10.5 ±0.0 △ 5.5 △ 10.0 ±0.0 ▲ 11.7 ±0.0 ( ±0.0 )

サービ ス △ 27.7 △ 31.5 △ 33.3 △ 26.3 △ 29.4 △ 18.7 △ 12.5 ( △ 17.6 )

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、△１２．９（前月水準△

１１．１）となり、プラス幅１．８ポイント拡大する見通しである。

【従業員について】

○ 5月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１２．９（前月水準△１５．８）

となり、プラス幅が２．９ポイント縮小した。

先行き見通し

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「過剰」の回答割合ー「不足」の回答割合

▲ 15.0

△ 5.0

△ 25.0

△ 45.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月

ＤＩ値

月別

従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

22%

68%

10% 31%

56%

13%
6%

76%

18%
13%

81%

6%

46%

54%

0%

円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の従業員について



令和7年 令和8年

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月 ( 5～8月 )

全産業 ▲ 10.9 ▲ 2.8 ▲ 6.2 ▲ 9.0 ▲ 6.3 ▲ 14.5 ▲ 12.9 ( ▲ 19.0 )

建　 設 ▲ 8.3 ±0.0 ▲ 7.6 ▲ 16.6 ▲ 90.0 ▲ 7.6 ▲ 23.0 ( ▲ 27.2 )

製　 造 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 18.7 ▲ 25.0 ( ▲ 33.3 )

卸・小売 ▲ 5.2 ±0.0 ▲ 16.6 ▲ 5.0 ±0.0 ▲ 17.6 ±0.0 ( ▲ 10.0 )

サービ ス ▲ 11.1 △ 5.2 △ 5.5 ▲ 10.5 ▲ 5.8 ▲ 12.5 ▲ 6.2 ( ▲ 11.7 )

先行き見通し

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移　※DI＝「好転」の回答割合ー「悪化」の回答割合

【資金繰りについて】

5月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．５（前月水準▲６．３）と

なり、マイナス幅が８．２ポイント拡大した。

向こう３ヶ月（6月から8月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１２．９（前月水準▲

１９．０）となり、マイナス幅が６．１ポイント縮小する見通しである。

○

○

▲ 50.0

▲ 30.0

▲ 10.0

△ 10.0

△ 30.0

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6～8月

ＤＩ値

月別

資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

全産業

建 設

製 造

卸・小売

サービス

6%

73%

21%

12%

63%

25%

6%

71%

23%

0%

81%

19%

8%

77%

15% 円グラフの外側から、

建設業

製造業

卸・小売業

サービス業

全産業

■好転

■不変

■悪化

前年同月と比較した今月の資金繰りについて



【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

【資金繰りＤＩ】

【従業員ＤＩ】

【売上ＤＩ】

全国（ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ）との比較
【CCI－LOBOとは】

日本商工会議所が各地商工会議所のネットワークを活用し、地域や中小企業が「肌で感じる足元の 景況感」や「直面する経営課題」を

全国ベースで毎月調査し、その結果を集計・公表するものです

【業況ＤＩ】

柏▲ 22.5

全国▲ 24.3

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 14.5
全国▲ 3.3

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売
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増加減少

柏 全国

柏▲ 22.5
全国▲ 21.2

▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
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卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国

柏▲ 79.0
全国▲ 76.0

▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 20.0 0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

下落上昇

柏 全国

柏 12.9 全国 20.0

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

不足過剰

柏 全国

柏▲ 14.5

全国▲ 14.4

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 0.0 10.0 20.0 30.0

全産業

建設

製造

卸小売

ｻｰﾋﾞｽ

好転悪化

柏 全国



業種別 概　　　　　　　況 業種

原油高騰により資材不足で現場が進まない
土木工事業

いぐさ農家さんの宣伝の結果か
高くても国産のいぐさで畳表替えをしたいというお客様が増加している事により、
業況好転

畳工事請負・畳製造販売業
医療品容器に関しては受注や新企画立案等イラン問題の大きな懸念はあるが状
況は活気がある。化粧品容器に関しては新規の話など何もなく相変わらず壊滅状
態である。 プラスチック加工

レジン原料の素材の高騰により、これに由来する資源材料仕入先の変更などが
発生。
コスト増加が見込まれるが、いまのところ、生産計画には支障なし。 酒類製造業

米国の不安定な政策により、設備投資に踏み出せないでいる企業が多い。ただ、
世の中の変化が激しいので設備投資を行った会社とそうでない会社の差が大きく
なりそうである。 一般産業用機械・装置製造業
中東関連の影響が出てきている（欠品、見積もり、納期）先行見積もりの対応が難
しい状態 金属加工機械製造業
部品や装置の値上げが止まらない
石油由来の品が入手困難になっている その他の機械・同部品製造業

原材料、商材の欠品、納期遅れ、値上げが石油関連商材を中心に多発している。
値上げについては、毎月価格改定を実施する取引先も出てきた。価格転嫁が追
い付かないのと、欠品による売上の機会損失が増えてきた。 自動車・同附属品製造業

活性化で客数が伸び売上は改善しているが、コストアップの圧力が大きく利益は
昨年を維持するのが精一杯である。経費はあらゆる手を尽くして昨年並みで耐え
忍んでいる（人件費と水光熱費の上昇が激しいので他を削減して帳尻を合わせて
いる）米騒動が一周し在庫が潤沢に入荷しているが売れていない。昨年よりは安
いが一昨年よりは高くて手が伸びない状況。また、米騒動で恩恵を受けていたパ
ンやパスタの売れ行きも悪い。昨年全体を牽引した食品の勢いに陰りが出てい
る。母の日を過ぎて最高気温が25℃を超え初夏の雰囲気、UV対策や熱中症対
策・省エネ対応商品の売れ行きは良く初夏物の消化は順調に推移している。 大型小売店

＊仕入れ値の高騰に続き、入荷・納品についても心配
その他の各種商品小売業

包装資材の卸売業ですが、ナフサ由来の製品の出荷制限・受注停止が実施され
ているなか、思い通りの仕入れができなくなっている。価格のみが大幅に改定（値
上）されいる状態が続き、製品は動かずとも価格だけが独り歩きしており、先行き
不透明感がかなり高い。 包装資材機器卸

リフォームの際、建材のＰＲＯshopを利用しますが、昨今の価格にびっくり。
また今後のエアコン等の設備も高騰していきますので、家賃に転嫁せざるおえな
い感じです。 不動産賃貸・管理業

仕入れや消耗品、修繕費用が大幅に上昇しており利益を圧迫している状況です。
全体的に2~3割上昇しており採算が悪化し続けております。 ゴルフ練習場
少子化も影響もあって、大学は推薦入試が主流となり、最近は高3塾生の7割近く
が年内に受験を終えてしまう。この影響で12月～2月の売上が落ち込むため、英
検講座や小論文講座などを春から前倒しで実施している。 学習塾
従業員の補強が今月より確保され、人員については適正化が図られた。
中東情勢について、弊社には資材的な影響は無いが、経費の増加に注意が必要
である。
一方で新規事業分野拡大のための資金確保や分野拡大の活動を進める必要が 地質調査・地質コンサルタント

ナフサ関連商品が不足で、更に大幅な値上げとなり、今後のメニュー価格への転
嫁を検討しないといけない状況になっている

日本料理

【業種別】業界内トピックス
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質問Ａ

1 2 3 1 2 3
増加 不変 減少 増加 不変 減少

1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
下落 不変 上昇 下落 不変 上昇

1 2 3 1 2 3
不足 適正 過剰 不足 適正 過剰

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

1 2 3 1 2 3
好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ

　　　　　　　＜業種別回収状況＞

44
34.2%
36.4%

回答数
35.8%
回収率調査産業 調査対象数

173
38

62全　産　業

46

建　　　設 13
16
17

製　　　造
卸  ・  小売
サ ー ビ  ス

※ＤＩ値と景気の概況

質問事項

回　　答　　欄
前年同月と比較した

今月の水準

今月の水準と比較した向こ

う3ヶ月の先行き見通し

45 16 35.6%

※ＤＩ値（景況判断指数）について

37.0%

DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

ｅ.業況

0＞DI≧▲25

ａ.売上高（出荷高）

ｂ.採算

（経常利益ベース）

ｃ.仕入単価

ｄ.従業員

調査方法と調査票
下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で

「業界内のトピック」の記述回答。

▲25＞DI

DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。

ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割合が多いこと

を示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示

す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・

弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

ＤＩ ＝ （増加・好転などの回答割合） － （減少・悪化などの回答割合）

ｆ.資金繰り

業界内のトピック（記述式）

調査要領

回 答 期 間

柏市内１７３事業所及び組合にヒアリング

令和８年４月２０日　～　令和８年５月７日

調 査 対 象 

まあまあ 不振 極めて不振特に好調 好調


